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秋田大学 
 民俗芸能の踊りを伝えるＣＧクリエーターになってみよう 
 
先生（代表者） 玉本 英夫（たまもと ひでお） 工学資源学部・教授 
自己紹介 昭和 51 年に大学院を修了して工学博士になり、すぐに大学の教

員になりました。ずっと、コンピュータのハードウェアの研究を

していましたが、10 年前、秋田の劇団の人との出会いがきっか

けになって、今は民俗芸能の踊りを伝承する研究をしています。 
 

開催日時 平成２１年 ８月 １日（土） 集合時間 ９：３０ 
開催会場 
（集合場所） 

秋田大学工学資源学部情報工学科（５号館）１階講義室 
住所：〒010-8502 秋田市手形学園町１の１ 
アクセスマップ：http://www.akita-u.ac.jp/honbu/access/index.html 

主な募集対象 高校生 ２０ 名 
内容 

 民俗芸能の踊りなど人の様々な動きを人から人へ伝えることは、な

かなか大変なことなのです。映画やビデオにして見せるだけではダメ

なのです。私たちは、モーションキャプチャ(MoCap)とコンピュータ

グラフィック(CG)を使う方法を研究しています。踊りの先生の動き

で生徒の CG を踊らせたり、先生と生徒の動きを CG で見比べたり、

どの動きが大切なのかを教えます。 
 このプログラムでは、皆さんに、踊りなど人の動きを人から人に伝

えるために、CG をつくる体験をしてもらいます。 

 
(a) 収録風景 

    

(b) 先生(青)と生徒(黄)の共演 
スケジュール 持ち物 

筆記用具、ノート 
 
 
 

特記事項 
 
 
 
 

申込締切日 

 9:30-10:00 受付開始、開場 
      （工学資源学部情報工学科（５号館）１階講義室） 
 10:00-10:20 開講式（挨拶、オリエンテーション） 
 10:20-10:30 科研費と本事業の説明 
 10:30-12:00 講義「匠の技をどのようにして伝えるか」（講師： 

       玉本英夫） ※デモ、質疑応答、休憩を含む 
 12:00-13:00 昼食（学生食堂にて、研究者・大学院生と食事） 
 13:00-15:20  実習（踊りを伝えるＣＧクリエータになってみよ 
       う）、作品の発表会（３階コンピュータ実習室） 
 15:20-15:30  休憩 
 15:30-16:20 クッキータイム、フリートーク、アンケート記入 
 16:20-16:30 修了式、「未来博士号」授与式 
 16:30       解散 

平成２１年 ７月２２日（水） 



 
秋田大学・学術研究課・研究助成係 高橋 幸子（たかはし さちこ） 
住所：〒０１０－８５０２ 秋田市手形学園町１の１ 
ＴＥＬ：018-889-3010 ＦＡＸ：018-889-2928 

お問い合せ 
・お申込み先 

Ｅ－ｍａｉｌ：gakujutu@jimu.akita-u.ac.jp 
 
★プログラムのテーマと関係する科研費 
研究代表者 研究期間 研究種目 課題番号 研究課題名 
玉本英夫 
 
玉本英夫 

H18-H19 
 
H20-H22 

基盤研究（Ｃ） 
 
基盤研究（Ｃ） 

18500071 
 
20500084 

民俗芸能の舞踊のデータベース構築手法

の開発とその活用に関する研究 
民俗芸能の舞踊を含む匠の技の伝承技術

の開発に関する研究 
 
 
 
★この科研費について、さらに詳しく知りたい方は、下記をクリック！ 

http://seika.nii.ac.jp/ 
※国立情報学研究所の科研費データベースへリンクします。 

 


